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　この度、平成 27年 9月に下関市彦島江の浦町

（彦島支所前）に「とね眼科クリニック」を開院

致しました、登根 慎治郎と申します。

　

　私は下関市彦島本村町に生まれ、本

村小学校に入学致しました。中学校・

高等学校は久留米の男子校（久留米大

学附設）に進学致しましたので幼くし

て寮生活を経験し、自立心を身に付け

ました。大学は博多（福岡大学）で過

ごし、水泳部に所属し、友好を温め、

素晴らしい友人に恵まれ、勉学共に充

実した学生時代を送りました。大学卒

業後は九州大学病院の臨床研修医とし

て九州大学病院、大分赤十字病院にて

研修を修了し、その後、九州大学眼科

学教室に入局致しました。入局後は九

州大学病院をはじめ、関連病院の別府

医療センター、呉医療センター、対馬

いづはら病院などにて研鑽を積み、さ

まざまな疾患・治療を学び経験を重ね

て参りました。

　その後、下関市立市民病院に眼科医

長として赴任し、平成 27 年 8月まで

約４年半務めさせて頂きました。中学

以来、下関を離れておりましたので、

日々の診察の中で患者さんの話される

方言に懐かしさを覚え、地元の方々の

温かさ、故郷の有難さを感じておりま

した。縁あって、父親の歯科医院の近

くに候補地が見つかり、生まれ育ったこの地に開

院させて頂きました。当院は、彦島の入り口に位

置し、関彦橋を渡ってすぐの左手にあります。近

隣には彦島支所や図書館、保健センター、児童館
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などの公共施設や、多くの医療施設の集まった地

区です。

　小児～高齢者まで幅広い年齢層に対応し、近隣

のクリニックや総合病院、大学病院の先生方と連

携をとらせて頂きながら専門的治療に努めて参り

たいと思います。

　開院して約１年７か月、患者さん

に寄り添い、質の高い診療を心掛け

ております。視覚はとても敏感です。

さまざまな症状が治療・手術などに

より改善された喜びは、患者さんは

もとより私達にも伝わり、元気を頂

き日々の活力に繋がっております。

　丁寧な対応で患者様一人一人の声

に耳を傾け、治療に専念し、重ねて

医療レベルの向上にスタッフ一同、

努力を致す所存でございます。どう

ぞ宜しくお願い致します。

　開業致しまして日も浅く、まだまだ若輩者です。

今後とも諸先輩の諸先生方の御指導・御鞭撻を賜

ります様、何卒宜しくお願い致します。
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 6）外国語単語の使用は認めますが、全文外国語の場合は掲載できません。
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